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我々は海に様々なことを期待している

水産業の場
観光・アメニティの場
発電の場
地下資源採掘の場
・石油等の化石資源
・鉱物資源（レアメタル含む）

生活の場（里海）
研究の場（生物学・気象学 etc.）
交通・輸送の場



日本は、世界第６位の広さのEEZを持つ
（EEZ：排他的経済水域）

ウィキペディアより

天然資源の探査・開発・
保存・管理・経済的探査

主権的権利

370km



この重要な海域を、どのように保全し、
どのように利用していくか？

漁業・養殖業
エネルギー・資源開発
海上交通・輸送
人々の生活の場

環境保全という視点が必要不可欠



海洋生態系を駆動しているのは
植物プランクトンや海藻・海草類



これらは、細胞内に「葉緑体」を持つ
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光エネルギーを
化学エネルギーに変換

化学エネルギー を
糖として保存

種々の生合成系へ

葉緑体では「光合成」という
魔法のような反応系が進行する
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生産者
（主に植物プランクトン・海草・海藻）

一次消費者
（主に動物プランクトン）

小魚等

大型魚介類
「海の幸」

捕食

捕食

海洋生態系ピラミッド

捕食



食物連鎖 → 食物網

吉田 2005

健全な海洋環境

健全な海洋生態系



ノリ養殖サイクル



ノリの生長に必要なもの

色落ち
正常

色素多い 色素少ない

少多

光エネルギー

十分量 不足

海水中の栄養塩類
(Ｎ，Ｐ，微量金属等)

通常ノリ 色落ちノリ



『水質規制』により赤潮発生件数は1/3に減少

100件

300件

瀬戸内海環境保全
臨時措置法 （S48)

瀬戸内海環境保全
特別措置法(S54)
COD総量規制

更にN・Pを含めた
水質総量規制(H13)



播磨灘における12月表層の
溶存態窒素(DIN)濃度 経年変化
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平成9年頃からDIN濃度レベルの低下が顕著
兵庫県農林水産技術総合センター水産技術センター

ノリ色落ち発生レベル



平成に入ってからの
瀬戸内海での漁業生産量の減少は明白



光合成生物量の減少は，
魚介類を含む生態系全体に影響

→ 漁獲量減少に繋がる

うう…



海域の貧栄養化

海域の生産力低下

すなわち・・・

沿岸漁業という目線でみれば、
海が清澄になりすぎている？

ポスター発表
E-１



海の振り子は、思いの外、簡単に揺れてしまう

貧栄養富栄養

赤潮で
困る

魚が
減った

海との共存を目指したさらなる環境研究が必要



有害赤潮 (HAB: Harmful Algal Bloom)は
しばしば水産業に壊滅的な被害をもたらす

赤潮で死滅したブリ養殖

廃棄処分

シャットネラ（東の横綱）

八代海２００９～２０１０： 被害額８０億円超



貝毒＝有毒プランクトンの繁殖による貝類の毒化現象

人体への影響のみならず、食物連鎖を
介した野生大型生物への影響もみられる

有
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貝による
毒の濃縮

クジラ

食中毒



プランクトンが殖えるには・・・

•「タネ」となる細胞
• 適度な水温・塩分・日照
• 適度な栄養塩（肥料）

・・・などが不可欠。



どんなに高性能な顕微鏡があったとしても、
どんなに優秀な観察眼があったとしても、
１リットルの海水中に1匹しかいない有害種を
見つけ出すのは難しい

１リットル
海水



減圧
濾過

試水

濾過捕集

DNA抽出

LAMP法による検出
（種毎に測定可能）

採水

顕微鏡観察の
1000倍以上の感度で

検出可能

∴早期発生予測が可能

フィルター

LAMP法によるブレークスルー

ポスター発表
E-5

Yes!



赤潮・貝毒の予察・高精度モニタリング

ポスター発表
E-2

ポスター発表
E-3

自動観測ブイによる
連続測定

赤潮・貧酸素の
発生モニタリング

底泥中タネ細胞の
動態把握

津波が貝毒原因種に
与えた影響の解明



正常
宿主細胞

ウイルス
感染細胞

ウイルス感染を受けたプランクトン細胞は
ウイルスをまき散らしながら死滅する

ヘテロシグマ



赤潮防除用ウイルス製剤の試作・水槽試験

製剤接種区 対照区

無害珪藻種繁茂
試作ウイルス製剤
（ゲル包埋タイプ）

有害プランクトンの
増殖阻止

ﾍﾃﾛｶﾌﾟｻ繁茂

社会的受容性・規模・効果・コストなど、要検討事項多い



汚染物質分解能力

沿岸域汚染底質のバイオリメディエーション
- 生物機能を利用した環境浄化 -

汚染域に棲む環形動物に
その方法論を学ぶ

ポスター発表
E-4


